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follows : the shoot branches of pear as a trapping substrate were inserted into
pots contained the collected soils. The every pot was poured sterilized water
upto 5cm depth from the soil surface and incubated at 20~ 23°C for 4 ~ 7days.

The fungus was isolated from the soils collected from 115 pear orchards at 4
cities and 4 towns in Tochigi prefecture. The seasons, which the fungus was
trapped more frequently, were from March to late September. By inoculation with
the mycerial suspension, this fungus. was able to attack and showed dwarf or
dampping - off to lily (Lilium longiflorum ) and Chrysanthemum moriforium. It is su-
ggested that the cultural fields of these plants were causal places at the dis -

ease development.




栃木農試研報NQ27

oo900

　ク

�F

ナシ疫病は，

　：79〜88　（1　9　8　1　）

　　ナシ疫病に関する研究

第1報　土壌中からの簡易検出法，その病菌の越冬，

　　　　卵胞子発芽時期及び寄生性について

斉藤司朗・手塚徳彌

て発生が確認され，

各地で発生していることが報告されている榔．

　栃木県では，1973年に宇都宮市で6園，1975

年に1園で発生が確認されたが，いずれも突発

的に発生したということである．本病の発生園

では枝幹が枯死するので，発生した場合無視で

きないものである。ナシ疫病菌については，梅

本ら16・17）によってPhytophthora　cactorum菌

であると同定されているが，その病原菌の生態

については，まだ十分検討されていない．

　そこで，本病菌の簡易検出法と疫病菌の卵胞

子の発芽時期及び寄生性などについて検討した

ので，その概要を報告する．

1　緒　　言

日本では1967年千葉県ではじめ

　その後，1973年からは全国

も

＼￥く

駅

　　　　II　土壌中からの簡易検出法

　1．　設定温度と疫病菌の検出

　　1）　実験材料及び方法

　1975年2月下旬にナシ疫病の発生したことの

ある園の発病樹周辺の表層土を採取し，3月上

旬に実験を行った．この土壌約！00gをビーカ

ーに入れ滅菌水を加えて湛水状態とした．これ

に冬期にせん定したナシの徒長枝を15〜20cmに

切り取1），1個のビーカーに5本ずつさし枝し

た，（第1図参照）これらを設定温度15，20，23

℃及び室温に設置した．7日後にナシ枝への病

斑形成状況を調査した．病斑部は水洗いをした

後，70％アルコールで表面殺菌をして滅菌水で

洗った後に細片にして病菌の分離を行った．分

離培地は藤沢・正子ら51のPhytophthora菌選

択培地を使用した．

￥

漏難、．彫．’多

　　＼￥、，、う．蜘、、�d噂ゾ

　　　　　＼、rンドミ、

　　　　　へ＼一『」・、聯

￥、父、一．譲N

談

第1図　土壌中からのナシ疫病菌の検出状況

　　　2）　実験結果

　　この結果は第1表に示したように，20，23℃

　及び室温区で疫病菌が検出された．培養菌を入

　れた区では15℃でも病斑の形成が認められた．

第1表　P毎卯hεh・rαcα伽剛配菌の検出と設置温度

既発生園土壌　　　培　養　菌

A　園　B　園培養卵胞子だけ培養菌

15℃

20

23

室　温

十　　　　　十　　　　　　一

十　　　　　十　　　　　　一

十　　　　　十　　　　　　一

十十十十

注）培養卵胞子だけとは、分離培地へ移して

　　も菌糸が伸長しない状態のもの。

2．　土壌の深さ別採取と疫病菌検出

　1）　実験材料及び方法

1976年3月中旬に上記と同じ園から土壌を採

一79一

�





